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教会のかしらとイスラエルの王 

2008年４月６日 アシェル・イントレーター 

イエシュア（イエス）は諸国の教会のかしらでありイスラエル国家の王です。主は統合失調症ではあり

ません。これらの２つの役割は最終的には１つに統合されます。イエシュアが両方の役割を担うことを

理解するのは難しいことです。（イスラエルのエフード・オルメルト首相が教皇、あるいはローマ教皇ベ

ネディクト 16世がイスラエルの首相として想像するのが難しいように。） 

しかし、イエシュアは両方であり、その二重の地位から神の御国の奥義は発展するのです。主には二

面性があり、神の御子であり、ダビデの子なのです。 

ローマローマローマローマ 1:2-4 

このこのこのこの福音福音福音福音はははは、（、（、（、（中略中略中略中略））））御子御子御子御子にににに関関関関することですすることですすることですすることです。。。。御子御子御子御子はははは、、、、肉肉肉肉によればによればによればによればダビデダビデダビデダビデのののの子孫子孫子孫子孫としてとしてとしてとして生生生生まれまれまれまれ、、、、聖聖聖聖いいいい御御御御

霊霊霊霊によればによればによればによれば、、、、死者死者死者死者のののの中中中中からのからのからのからの復活復活復活復活によりによりによりにより、、、、大能大能大能大能によってによってによってによって公公公公にににに神神神神のののの御子御子御子御子としてとしてとしてとして示示示示されたされたされたされた方方方方、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの主主主主イイイイ

エスエスエスエス・・・・キリストキリストキリストキリストですですですです。。。。 

主の神性と人、両方の完全なコンビネーションに、私たちは救いと神のご計画を見出すことができるの

です。一方において主は神であり、もう一方において主はユダヤ人です。少なくともこの文の半分は、

多くの人にとって不快なものでしょう。しかし、このイエシュアの二面性こそ福音と神の御国両方におい

て重要なものなのです。 

「キリスト」という称号は主の神性を表し、「メシア」は、主のダビデの王統を表します。四つの福音書に

おいては、イエシュアはイスラエルの王として見られており、新約聖書の手紙の中では、主は教会のか

しらとして見られています。この、イエシュアの二面性において、イスラエルと教会との間の連携と一致

の奥義を見出すことができます。 

エペソエペソエペソエペソ 2:14-15、、、、3:3-6 

キリストキリストキリストキリストこそこそこそこそ私私私私たちのたちのたちのたちの平和平和平和平和でありでありでありであり、、、、二二二二つのものをつのものをつのものをつのものを一一一一つにしつにしつにしつにし 

（（（（中略中略中略中略））））二二二二つのものをごつのものをごつのものをごつのものをご自身自身自身自身においてにおいてにおいてにおいて新新新新しいひとりのしいひとりのしいひとりのしいひとりの人人人人をををを造造造造りりりり上上上上げてげてげてげて 

（（（（中略中略中略中略））））このこのこのこの奥義奥義奥義奥義はははは啓示啓示啓示啓示によってによってによってによって私私私私にににに知知知知らされたのですらされたのですらされたのですらされたのです。（。（。（。（前略前略前略前略））））前前前前のののの時代時代時代時代にはにはにはには、、、、今今今今とととと同同同同じようにはじようにはじようにはじようには人人人人々々々々

にはにはにはには知知知知らされていませんでしたらされていませんでしたらされていませんでしたらされていませんでした。。。。 

そのそのそのその奥義奥義奥義奥義とはとはとはとは、、、、福音福音福音福音によりによりによりにより、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスにあってにあってにあってにあって、、、、異邦人異邦人異邦人異邦人もまたもまたもまたもまた共同共同共同共同のののの相続者相続者相続者相続者となりとなりとなりとなり、、、、ともにともにともにともに一一一一つつつつ

のからだにのからだにのからだにのからだに連連連連なりなりなりなり、、、、ともにともにともにともに約束約束約束約束にあずかるにあずかるにあずかるにあずかる者者者者となるということですとなるということですとなるということですとなるということです。。。。 

イスラエルと教会の和解の奥義が、主主主主にあってにあってにあってにあって、となっていることに注意して下さい。単に、私たち（イス

ラエルと教会）との間の和解ではありません。イスラエルと教会の和解について最初に見出せるのは、

私たちもこの二つの特性を認めることにあるのです。主ご自身の個性の一致が、私たちが互いに一致

することを可能にするのです。 
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私たちは、イエシュアを教会のかしらとしての啓示を受け入れなければなりません。 

エペソエペソエペソエペソ 1:19-23 

（（（（中略中略中略中略））））神神神神はそのはそのはそのはその全能全能全能全能のののの力力力力ををををキリストキリストキリストキリストのうちにのうちにのうちにのうちに働働働働かせてかせてかせてかせて、、、、キリストキリストキリストキリストをををを死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえらせからよみがえらせからよみがえらせからよみがえらせ、、、、天上天上天上天上にににに

おいてごおいてごおいてごおいてご自分自分自分自分のののの右右右右のののの座座座座にににに着着着着かせてかせてかせてかせて、、、、すべてのすべてのすべてのすべての支配支配支配支配、、、、権威権威権威権威、、、、権力権力権力権力、、、、主権主権主権主権のののの上上上上にににに、、、、またまたまたまた、、、、今今今今のののの世世世世ばかりでばかりでばかりでばかりで

なくなくなくなく、、、、次次次次のののの来来来来るるるる世世世世においてもとなえられるにおいてもとなえられるにおいてもとなえられるにおいてもとなえられる、、、、すべてのすべてのすべてのすべての名名名名のののの上上上上にににに高高高高くくくく置置置置かれましたかれましたかれましたかれました。。。。またまたまたまた、、、、神神神神はいっさいのはいっさいのはいっさいのはいっさいの

ものをものをものをものをキリストキリストキリストキリストのののの足足足足のののの下下下下にににに従従従従わせわせわせわせ、、、、いっさいのもののいっさいのもののいっさいのもののいっさいのものの上上上上にににに立立立立つかしらであるつかしらであるつかしらであるつかしらであるキリストキリストキリストキリストをををを、、、、教会教会教会教会におにおにおにお与与与与ええええ

になりましたになりましたになりましたになりました。。。。 

第一に、イエシュアはご健在で、生きて働いておられ、御父の右の座にあってご自身の働きをされてい

る啓示が必要です。 

第二に、主が世界中の政府や権威を支配しておられることを見る必要があります。 

第三に、地上における主の支配は、仲介役となる一群の人々を通して拡大されるのです。それは、世

界中にいる真実の、生まれ変わった、霊に満ちた信者たちの目に見えないネットワークです。 

イエシュアはその一群のかしらであり、教会のかしらです。教会は、地上の主の霊的な権威の代理を

務めることになっています。私たちはイエシュアが世界を支配するにあたり、その仲介集団となる必要

があります。 

イエシュアが教会のかしらとして見ることができなければ、教会が世界を統治する団体として見ること

はできないでしょう。私たちは天から地に対するイエシュアの権威の仲介者なのです。 

その一方で、イエシュアはイスラエルの王です。 

ヨハネヨハネヨハネヨハネ 19:19-22 

ピラトピラトピラトピラトはははは罪状書罪状書罪状書罪状書きもきもきもきも書書書書いていていていて、、、、十字架十字架十字架十字架のののの上上上上にににに掲掲掲掲げたげたげたげた。。。。それにはそれにはそれにはそれには「「「「ユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人のののの王王王王ナザナザナザナザレレレレ人人人人イエスイエスイエスイエス。」。」。」。」とととと書書書書いいいい

てあったてあったてあったてあった。。。。それでそれでそれでそれで、、、、大大大大ぜいのぜいのぜいのぜいのユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人がこのがこのがこのがこの罪状書罪状書罪状書罪状書きをきをきをきを読読読読んだんだんだんだ。。。。イエスイエスイエスイエスがががが十字架十字架十字架十字架につけられたにつけられたにつけられたにつけられた場所場所場所場所はははは

都都都都にににに近近近近かったからであるかったからであるかったからであるかったからである。。。。またそれはまたそれはまたそれはまたそれは、、、、ヘブルヘブルヘブルヘブル語語語語、、、、ラテンラテンラテンラテン語語語語、、、、ギリシャギリシャギリシャギリシャ語語語語でででで書書書書いてあったいてあったいてあったいてあった。。。。そこでそこでそこでそこで、、、、ユダユダユダユダ

ヤヤヤヤ人人人人のののの祭司長祭司長祭司長祭司長たちがたちがたちがたちがピラトピラトピラトピラトにににに、「、「、「、「ユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人のののの王王王王、、、、とととと書書書書かないでかないでかないでかないで、、、、彼彼彼彼ははははユダヤユダヤユダヤユダヤ人人人人のののの王王王王とととと自称自称自称自称したしたしたした、、、、とととと書書書書いいいい

てくださいてくださいてくださいてください。」。」。」。」とととと言言言言ったったったった。。。。ピラトピラトピラトピラトはははは答答答答えたえたえたえた。「。「。「。「私私私私のののの書書書書いたことはいたことはいたことはいたことは私私私私がががが書書書書いたのですいたのですいたのですいたのです。」。」。」。」 

神はこの世界の政治に対する権威をダビデ王に、ダビデの子がメシアとなると約束した。（Ⅱサムエル

7:12-16、詩篇 89:19-29、マタイ 1:1-2、ルカ 1:31-33） 
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イエシュアをイスラエルの王として見ることができなければ、私たちはイスラエルに対する神のご計画と

権威を理解することはできないでしょう。イスラエルの政府は最終的には世界を支配し、千年王国にお

いて地上のイエシュアによる治世の道具となるのです。 

それは矛盾するように思えます。誰が支配するのでしょうか。イスラエル、それとも教会でしょうか。答え

は「両方」です。ローマ 11 章によると、様々な「キリスト教」という枝はみなイスラエルに接ぎ木され、す

なわちイスラエルの部分となるのです。その一方で、「イスラエルはみな救われる」ことによって、イスラ

エルは教会の一部となるのです。 

ユダヤ人はイスラエルの子孫であり、教会はイスラエルの拡張した「家」なのです。（エゼキエル

37:16） 教会はイスラエル「連邦」の一部となり（エペソ 2:12）、同時に主の御国はイスラエルと教会

に分割されるのではなく、主の御名によって御国は一つとなるのです。（エゼキエル 37:22） 

ゼカリヤゼカリヤゼカリヤゼカリヤ 14:9 

主主主主はははは地地地地のすべてののすべてののすべてののすべての王王王王となられるとなられるとなられるとなられる。。。。そのそのそのその日日日日にはにはにはには、、、、主主主主はただひとりはただひとりはただひとりはただひとり、、、、御名御名御名御名もただもただもただもただ一一一一つとなるつとなるつとなるつとなる。。。。 

ユダヤ教のシナゴーグでは、１日３回、礼拝ごとに「アレイヌ」祈祷で終わることについて、クリスチャン

は知らないのです。ユダヤ人は、この箇所がイスラエルの国家と諸国の教会がイエシュアの御国にお

いて一つになることを引用しているのを知らないのです。 


